
  

 

 

 

 

創立１５０周年記念式典を迎える２学期の始まりです 
校長 松田 正昭   

 令和７年度の２学期が始まりました。長い夏季休業期間を終え、子供たちが元気に登校してき

ました。４０日間静かだった校舎には、子供たちの明るい声が響き、活気が戻ってきました。振

り返ると、今年の夏も猛暑の夏でした。８月５日（火）、群馬県伊勢崎市では最高気温が４１．

８度まで上がり、日本国内の観測史上最高気温を記録しました。東京都でも気温３５．０度以上

の猛暑日となる日が多く、不要不急の外出を控える、十分な暑さ対策を図る等の対応をせざるを

得ない厳しい状況が続きました。９月に入っても厳しい暑さはまだ続くという予報も出ています

ので、学校では、引き続き注意深く暑さ対策を図っていきたいと考えています。 

 さて、この夏季休業期間には、４年生の館山臨海学園と６年生の日光林間学園が行われました。

厳しい暑さが続いていたり、地震による津波が発生したりしたため、その影響が心配されました

が、本校は今年度も予定どおり２つの宿泊行事を実施することができました。また、各町会のラ

ジオ体操会、ラジオ体操上野地区大会、旧岩崎邸庭園の清掃等を始めとした数々の地域行事も、

地域の皆様の御尽力により開催されました。子供たちにとって長い夏休みは、新たなチャレンジ

や体験を通じて自分の視野や可能性を広げるよい機会となったと思います。学校の授業ではでき

ないことを体験したり、興味があることにじっくりと時間をかけて取り組んだりして、充実した

夏休みにできたことと思います。 

４年生 館山臨海学園 

８月５日（火）と６日（水）の２日間、館山臨海学園を実施しました。館山市は、東京よりも

気温が約１～３度ほど低く、また風もあったので、東京と比べると過ごしやすさを感じました。

初日は風の影響で波がやや高かったのですが、子供たちは安全に気

を付けながら十分に楽しんでいました。第２日は風も落ち着き、遠

浅の海でゆったりと海を満喫することができました。グループごと

に水泳指導員が配置され、ボディボードやライフジャケット着用体

験などの様々なプログラムを体験しました。４年生にとっては初め

ての宿泊行事でしたが、全員が周囲のことを考え、時間を守って協

力して行動することができました。この臨海学園を通じて、一人一

人が自分の成長を実感することができたと思います。 

６年生 日光林間学園 

 ７月２９日（火）から３１日（木）までの３日間、日光林間

学園を実施しました。第１日は、小杉放庵美術館を見学した後、

日光東照宮を始めとした日光の社寺（世界遺産）を見学しまし

た。夜は宿舎で日光彫体験をしました。歴史や伝統・文化の素

晴らしさを実感した１日でした。第２日は、戦場ヶ原のハイキ

ングをしました。昼食後には湯元温泉まで移動し、源泉を見学

しました。その後は、９７メートルの高さから水が流れ落ちる

華厳の滝に行きました。第３日は、大谷石採掘跡の大谷資料館

に行きました。館内は気温１３度の世界で冬に近い寒さでした。

６年生は、この３日間を通じて自然の雄大さ、歴史や伝統・文化の魅力を十分に味わうことがで

きました。友達と一緒に過ごした３日間は、小学校生活最高のかけがえのない思い出になったこ

とと思います。 

 ２学期は、９月から「バルーンリリース」、「上野公園で校歌を歌おう」、「航空写真撮影」、

「創立１５０周年記念児童集会」等、創立１５０周年に関係する行事が続きます。そして、１１

月２２日（土）には、いよいよ「台東区立忍岡小学校創立１５０周年記念式典」を挙行いたしま

す。保護者の皆様、地域の皆様には、引き続き学校の教育活動への御理解・御協力・御支援をど

うぞよろしくお願い申し上げます。 

                                                               令和７年９月１日  

 

 

                         校長 松田 正昭  


